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済

済済

済

済済済

美
浜
に
住
も
う

美
浜
東｢
美う

ま

し
野の｣

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン 

第
1
期
分
譲
中

分譲地の購入 ･ 住宅の建築を補助します
　町では、美浜東 ｢ 美し野 ｣ ニュータウンにおける、分譲地の購入と住宅の建築に

対する補助を行っています ( 対象となる支援は全て受けられます )。

最大

300万円
補助！

東部診療所 ･
佐田出張所

あおなみ保育園

JA 敦賀美方
みはま東支店

山東郵便局

美浜東小学校

主要施設
東部診療所………約 0.6 ㎞
佐田出張所………約 0.6 ㎞
あおなみ保育園…約 0.6 ㎞
美浜東小学校……約 0.8 ㎞
山東郵便局………約 1.0 ㎞

第 1 期分譲区画
(19 区画 )

美浜東 ｢ 美し野 ｣
ニュータウン

交通機関
ＪＲ東美浜駅………………………約 3.0 ㎞
国道 27 号美浜東バイパス………約 2.0 ㎞
舞鶴若狭自動車道  若狭美浜 IC…約 3.0 ㎞

　町
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
住
宅
分
譲
地｢
美
浜
東
『
美
し

野
』
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン｣

を
山
上
地
係
に
整

備
し
ま
し
た
。
今
年
5
月
よ
り
、
第
1
期

分
と
し
て
19
区
画
の
分
譲
を
開
始
し
て
お

り
、
既
に
多
く
の
方
に
ご
契
約
を
頂
い
て

い
ま
す
。

　本
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
周
辺
に
は
、
診
療

所
や
保
育
園
、
小
学
校
等
の
施
設
や
、
舞

鶴
若
狭
自
動
車
道
や
国
道
27
号
美
浜
東
バ

イ
パ
ス
と
い
っ
た
交
通
網
等
、
生
活
に
便

利
な
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
美
浜
町
で

の
定
住
を
考
え
て
い
る
方
は
、
本
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
を
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※お問い合わせ先
　町美浜創生戦略課(担当･西野)
　☎32‐6715

舞鶴若狭自動車道

若狭美浜ＩＣ

ＪＲ東美浜駅

若狭美浜インター
産業団地

国道 27 号
美浜東バイパス

ラウンドアバウト ( 環状交差点 )

　本ニュータウン内の道路に

は、福井県で初めてラウンドア

バウトを導入しています。ラウ

ンドアバウトとは、交差点の中

心部に円形地帯が設けられ、信

号機や一時停止の規制によらな

い交差点です。合流と分岐を繰

り返すことで、より安全に進行

方向を変えられるメリットがあ

ります。

対象 補助額 条件

①転入支援 2 年以上他の市町村に住んでいる 40 歳未満
の方で、美浜町に転入しようとする方。

土地購入金額の 5％
( 上限 40 万円 )

本ニュータウンの宅地を
取得すること。

②新婚支援 婚姻後 3 年以内の方。

③転居支援 美浜町に住んでいる 40 歳未満の方で、本
ニュータウンに住所を変更しようとする方。

④ U ターン支援 美浜町出身の 40 歳未満の方で、Ｕターン後
2 年以内の方。

対象 補助額 条件

①町内建築業者
　利用支援

美浜町内に本店及び支店を有する法人または
個人業者により住宅を建築する方。

建築業者と契約した
金額の 5％
( 上限 100 万円 ) 本ニュータウンの宅地を

取得し、自分が住むため
の住宅 ( ※ ) を建築する
こと。

( ※ ) 延べ床面積 80 ㎡以
上の新築住宅

②多世帯
　同居支援 親族 3 世代で同居する世帯。

建築業者と契約した
金額の 5％
( 上限 40 万円 )③子だくさん

　同居支援
15 歳以下の 3 人以上の子どもを扶養し同居
する世帯。

■ 住宅の建築支援

■ 分譲地の購入支援

…売約済みの区画
　(7 月 15 日現在 )

済

①どの入口でも徐行しながら
　進入し、時計回りで走行

②環道内を
　走る車が
　優先

③左側にウイ
　ンカーを出

して出る

至
小
浜

至
敦
賀

至
敦
賀

旧国道
27 号

至
小
浜

第 2 期分譲区画
(39 区画 )

※平成 29 年春分譲予定

し尿及び雑排水

　佐田集落排水 ( 受益者

　負担金は、土地代に含む)

用地地域

　美浜町都市計画区域

　指定無し

建ぺい率

　70％

容積率

　200％

ガス

　個別プロパンガス

水道

　東部簡易水道

基本情報

雨水

　道路側溝より、調整池

　を通じて河川放流

！
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美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

　
　
　

月
23
日
に
、
美
浜
町
と
株

　
　
　

式
会
社
ア
イ
ケ
ー
プ
ラ
ス

ト
が
工
場
立
地
に
関
す
る
協
定
を

町
役
場
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
敦
賀
市
に
本
社
を
置

く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
を
製

造
す
る
会
社
で
、
今
回
、
若
狭
美

浜
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
に
建
設
す

る
新
工
場(
株
式
会
社
ア
イ
ケ
ー

プ
ラ
ス
ト
美
方
工
場)

は
、
平
成

28
年
9
月
頃
に
着
工
、
平
成
29
年

3
月
頃
に
操
業
を
開
始
し
、
約
50

6

株式会社アイケープラストと工場立地に関する協定を締結
若狭美浜インター産業団地に企業が初進出 ■ お問い合わせ先

　町美浜創生戦略課(担当･浅妻)
　☎32‐6715

人
を
雇
用
す
る
予
定
で
す
。

　

山
口
町
長
は｢

現
在
、
食
品
用

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
は
広
く
普

及
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
い
っ

た
製
品
は
重
宝
さ
れ
る
と
思
う
。

将
来
性
の
あ
る
会
社
を
招
く
こ
と

が
出
来
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
る｣

と
述
べ
、
生
駒
哲
也
代
表
取
締
役

社
長
は｢

幅
広
い
年
齢
層
が
働
け

る
職
場
と
し
て
、
町
の
雇
用
に
貢

献
し
た
い｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。↑協定書に調印後、握手を交わす山口町長(左)と株式会社アイケープラスト

　生駒哲也代表取締役社長(右)

　
　
　

月
25
日
に
、
関
西
美
浜
会

　
　
　

の
平
成
28
年
度
総
会
並
び

に
懇
親
会
が
大
阪
市
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

関
西
美
浜
会
は
、
関
西
圏
に
住

む
美
浜
町
出
身
者
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
会
で
、
現
在
の
会
員
は
、

77
人
で
す
。

　

懇
親
会
で
は
、
山
口
町
長
と

松
田
町
議
会
議
長
が
町
の
現
状

を
報
告
。
山
口
町
長
は
、
福
井

し
あ
わ
せ
元
気
国
体･

元
気
大
会

に
お
い
て
、
美
浜
町
が
ボ
ー
ト
や

6

｢関西美浜会｣の総会が開催されました
■ お問い合わせ先
・関西美浜会会長
　田邉 正義 氏 ☎072‐843‐9740
・町企画政策課(担当･村上) ☎32‐6701

軟
式
野
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
競

技
会
場
と
な
っ
た
こ
と
や
、
今
年

4
月
よ
り
、
町
の
組
織
を
改
編

し
、
町
の
創
生
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
、
ま
た
、
若
狭
美
浜
イ
ン

タ
ー
産
業
団
地
と
美
浜
東
『
美
し

野
』
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
分
譲
を
始

め
て
お
り
、
人
や
企
業
の
誘
致
が

順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
等
を
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
松
田
町
議

会
議
長
は
、
同
産
業
団
地
及
び

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
整
備
を
美
浜
町

に
帰
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
や
16
年
前
の

関
西
美
浜
会
設
立
総
会
に

出
席
し
た
時
の
思
い
出
等

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後｢

福
引
抽
選
会｣

が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た

方
々
は
、
抽
選
で
当
た
っ

た
特
産
品
を
手
に
故
郷
の

思
い
出
や
近
況
を
話
し
合

う
等
、
親
睦
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

関
西
美
浜
会
で
は
、
美
浜

町
出
身
者
で
、
関
西
圏
に
お

住
ま
い
の
方
を
対
象
に
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご

本
人
を
は
じ
め
、
ご
親
戚
や

ご
友
人
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
　
　

月
7
日
に
、
三
方
五
湖
世

　
　
　

界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会

の
設
立
総
会
が
若
狭
町
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
農
業
遺
産
と
は
、
国
連
食

糧
農
業
機
関(

Ｆ
Ａ
Ｏ)

が
、
伝
統

的
な
農
業
や
文
化
風
習
、
生
物
多

様
性
等
が
一
体
と
な
っ
た
、
優
れ

た
無
形
の
農
林
漁
業
シ
ス
テ
ム
を

持
つ
地
域
に
対
し
て
認
定
す
る
も

の
で
、
現
在
、
国
内
で
8
地
域
、

世
界
で
36
地
域
が
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、

農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
観

7

三方五湖を世界農業遺産へ

三方五湖世界農業遺産推進協議会が設立
■ お問い合わせ先
　町農林水産課(担当･大同美智代)
　☎32‐6706

光
客
誘
致
を
通
じ
た
地
域
活
性
化

等
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
協
議
会
は
、
美
浜
、
若
狭
両

町
を
は
じ
め
と
す
る
、関
係
機
関･

団
体
の
代
表
で
構
成
さ
れ
、
三
方

五
湖
の
多
様
な
生
態
系
や
、
五
湖

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
伝

統
的
な
漁
業
、
地
域
の
伝
統
文
化

等
に
つ
い
て
同
制
度
の
認
定
を
目

指
し
ま
す
。
今
後
は
、
美
浜
、
若

狭
両
町
を
あ
げ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
等
、
世
界
農
業
遺
産
認

定
に
向
け
た
周
知
啓
発
活
動
等
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

↑協議会の今後の活動に向けて挨拶をする山口町長

　
　
　

月
6
日
か
ら
7
月
15
日
に

　
　
　

か
け
て
、
町
職
員
の
派
遣

研
修
を
、
東
京
都
日
本
橋
の
居
酒

屋｢

熟
成
魚
場 

福
井
県
美
浜
町｣

で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
町
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
型
居
酒
屋
で
あ
る

同
店
と
の
交
流
や
、
店
舗
で
の

接
客
を
通
し
た
接
遇
能
力
の
向

上
等
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　

研
修
期
間
は
約
2
週
間
で
、
2

人
ず
つ
の
3
班
編
成
で
計
6
人
の

6

町職員が東京日本橋の居酒屋で研修
平成28年度美

さ と

浜と都
ま ち

市連携交流事業 ■ お問い合わせ先
　・町総務課(担当･片山) ☎32‐6700
　・町みはまブランド開拓課(担当･渡辺) ☎32‐6714

職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
池
田
達
弥

主
事(
美
浜
創
生
戦
略
課)

は｢

研

修
で
得
た
お
も
て
な
し
の
精
神

や
作
法
等
を
、
平
成
30
年
開
催

の
福
井
元
気
国
体･
元
気
大
会
に

向
け
た
準
備
や
普
段
の
業
務
の

中
で
活
か
し
て
い
き
ま
す｣
と
話

し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
更
な
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
、
職
員
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

↑

↑｢熟成魚場 福井県美浜町｣の店舗で働く町職員
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環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
93

産後の体調管理をサポートします

　産後は、妊娠や出産によるホルモンの急激な変化や昼夜を問わない育児により体調を崩しやすく、

特に出産後3か月は産後うつの発症リスクも高いため、その予防のためにも体調管理が重要です。　

　町では、妊婦･乳児健診や定期予防接種の無料化等の支援に加え、

新たに産後の母親への支援｢みはママサポート事業｣を実施します。

　｢みはママサポート事業｣では、次の2種類の助成事業を行います。

※お問い合わせ先 
　町健康づくり課 ( 担当 ･ 山口 )
　☎ 32‐6713

　町内に住所があり、平成28年4月1日以降に

　出産した方

　(おおむね出産後3か月まで)

　病院や助産所で受けた母親の産

後健診や医療保険が適用されない

相談、母体ケア(母乳マッサージ

等)にかかる費用を助成します。

助成回数

　産 後 健 診 1 回

　及び産後医療

　相談4回まで

助成額

　産後健診の受診及び産後医

　療相談にかかる費用

　※1回につき上限5,000円

※産後医療相談は、次のものを指します。
　・産後健診　・産後疼痛、乳腺炎、母乳マッサージ等の身体的ケア
　・不眠、産後うつ等の精神的ケア　・乳児の成長や授乳に関する相談

　産後医療相談を利用するため、

自宅または里帰り先から病院等へ

通院する際の、タクシー乗車料金

を助成します。

助成回数

　産後2回まで

助成額

　乗車料金の2分の1

　※1回につき上限5,000円

　※100円未満切捨て

①産後医療相談事業

‐｢みはママサポート事業｣ 開始‐

　受診した日から1か月以内に、申請に必要な

　ものを持参し、町健康づくり課へお越しくだ

　さい。

・ 申請書

・ 領収書

・ 診療明細書

※受診サポート事業のみ、タクシー会社が発行する
　領収書(日付･乗車区間が分かるもの)も必要です。

※申請書は、町健康づくり課窓口や町ホームページ
　で入手できます。

②受診サポート事業

タ
ク
シ
ー
運
転
手
向
け
の
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た

　7
月
9
日
と
16
日
に
、
町
内
の
タ

ク
シ
ー
運
転
手
を
対
象
と
し
た
研
修

会
を
は
あ
と
ぴ
あ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
研
修
は
、｢

み
は
マ
マ
サ
ポ
ー

ト
事
業｣

の
内
容
や
母
子
に
配
慮
し

た
対
応
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　当
日
は
、
町
の
保
健
師
に
よ
る
母

子
の
特
徴
等
に
関
す
る
説
明
の
後
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
の
取
り
扱
い
や
タ
ク

シ
ー
の
乗
り
降
り
を
補
助
す
る
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、｢

産
後
の
お
母

さ
ん
が
、
心
身
と
も
に
不
安
定
で
あ

る
こ
と
を
心
に
と
ど
め
た
い｣｢

お
母

さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
に
集
中
で
き
る
よ

う
、
荷
物
を
持
つ
よ
う
に
心
が
け
た

い｣

等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

申請に必要なもの

・ 母子手帳

・ 申請者本人名義の通帳

・ 印鑑

身近な自然を知ろう！

　美浜町には、三方五湖や耳川をはじめとする多くの自然があります。豊か

な自然を守り、次の世代に伝えるため、さまざまな団体が自然の保全や再生

に取り組んでいます。

　今月号では、環境保全･自然再生に取り組む団体が開催する、自然体験型

イベントを紹介します。夏休みを利用して、身近にある自然と触れ合いなが

ら、楽しく環境について考えてみませんか。

主催

　美浜環境パートナーシップ会議

　｢ 自然と遊び学ぶグループ ｣

内容

　久々子湖でシジミ採り

を体験しながら、地元の

漁師からシジミ漁の歴史

や水辺の環境保全につい

て学びます。また、保全

活動の一環として護岸の

清掃を行います。お昼に

はシジミ汁と赤米おにぎりのふるまいもあります。

自然再生体験ツアー
第1回『久々子湖の宝、シジミを探せ！』

内容

　ペットボトルから魚

捕り器を作り、川へ仕

掛けます。また、事前

に仕掛けたワナを回収

し、かかった生きもの

を図鑑と見比べながら

観察します。

日時

　平成 28 年 7 月 30 日 ( 土 )

　午前 8 時 30 分から

場所

　紺谷川 ( 松原 )

　※集合 ･ 受付は美浜町体育センター駐車場

参加申込先

　町住民環境課 ☎ 32‐6703

申込締切

　7 月 27 日 ( 水 ) まで　※要申し込み

日時

　平成 28 年 8 月 27 日 ( 土 ) 

　午前 10 時から

場所

　久々子湖

　※集合 ･ 受付場所は、申し込み後に郵送

　　される詳細案内をご確認ください。

参加申込先

　( 一社 ) 若狭路活性化研究所

　☎ 0770‐47‐1747

申込締切

　8 月 15 日 ( 月 ) まで　※要申し込み

◎美浜環境パートナーシップ会議｢自然と学び遊ぶグ

　ループ｣は、体験プログラムを通して、身近な自然に

　目を向け興味を持つとともに、自然とふれあい、環境

　に対する意識を高めることを目的に活動しています。

◎ハスプロジェクト推進協議会と三方五湖自然再生協議

　会は、希少な魚類が生息していたかつての三方五湖を

　取り戻すべく、自然の保全･復元のための調査及び各

　種活動を行っています。

主催

　ハスプロジェクト推進協議会、

　三方五湖自然再生協議会

川のいきもの観察探検隊
～美浜の川で楽しく観察しよう～

対象

申請方法

対象

　小学生　※ 1･2 年生は保護者同伴

定員

　100 人　※小学生以下は保護者同伴


